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芸術の秋 
 

箕面の山が鮮やかに色づく季節が、もうすぐそこまで来ています。 

恐ろしいほどの猛暑だった夏が嘘のように、朝晩は肌寒さを覚える季節になりました。 

食欲の秋、スポーツの秋、読書の秋……いろいろな楽しみが増える季節ですが、 

忘れてはならないのがやっぱり「芸術の秋」 

というわけで、今回は陶芸や絵画を楽しんでおられるお二人を紹介いたします。 

 

 

 

  陶芸はコップから、絵手紙は花から   

                  鯰 恭子さん 

 私が事故で身体に障害が残り、車椅子生活となったのは平成９年です。 

その頃はまだ少し歩行ができていたのですが、服薬の副作用で手足が震えだすようになり、やがて

歩くことができなくなってしまいました。 

 陶芸や絵手紙を始めるようになったのは２０年前からです。手の震えのリハビリになると考えたか

らです。まずは陶芸、当時は障害者作業所の「そよかぜの家」が陶芸教室（はあとや）を行っている

ことを知り、阪急電車桜井駅で降りて車椅子で１５分くらいの場所へ、月に２回、ガイドヘルパーさん

と出かけました。 

 けれどもそよかぜの家のご都合もあって、陶芸教室を行ってい る

はあとやが閉じることになりました。せっかく続けてき

た陶芸なので、知り合いに尋ねて、自宅から車椅子移

動で可能な範囲の場所で行っている陶芸教室に通って

います。はあとやもまた桜井駅近くの場所で再開され

たのですが、踏切や国道を渡らないと 

いけないこともあって、復活は断念しました。  
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  絵手紙教室は母や陶芸教室の知り合いに勧められて、自宅から車椅子で出かけられる、箕面市

立中央生涯学習センターで行われている絵手紙教室に月１回、

ガイドヘルパーさんと出かけるようになりました。 

 最初のうちは丸や線を描くことができなくて、四苦八苦し

ていました。今でも直線を描くのはとても難しいです。色を

つけるのは好きで楽しんでいます。絵手紙を始めた頃の作

品は人に見せるのも本当に恥ずかしいのですが、続けていけ

ば、絵手紙で友達に出せるようになりました。続けていたらなんとかなるものです。もともとが負けず

嫌いですから、途中でやめるとかいうのはしたくないのです。絵手紙教室の先生も２０年間お変わり

なく、教室の生徒さんも同じです。毎年作品展があり、それを励みに楽しく取り組んでいます。作品の

題材も自由なので、季節のものを教室に持参しています。１２月はクリスマスにちなんだもの、５月は

近所のスーパーで購入した小さな鯉のぼりを描きました。最近は食べ物を持参することが多くなっ

てきました（笑）。昨年の５月にちまきを描いたら、ただの茶色い棒のような作品になっていました

（笑）。なすびは何回描いてもなすびでなくて、自分でもわけがわからなくなります。 

以前、他の絵手紙教室にお試しで参加してみましたが、そちらの教室は写すだけの内容だったの

で、すぐにやめました。絵手紙でも陶芸でも仕事でも、何でもやりだしたらやめられない性分です。一

生懸命に取り組んだこともあって、絵手紙も陶芸も少しは上達したように思います。 

でも一生懸命取り組んでも歩けるようにはならなかったのが残念でした。 

以前、絵手紙教室に出かけたとき、ミント・アンサンブルの作品展があ

ったので鑑賞しました。皆さんの絵画が素晴らしくて、鳥肌が立ちました。

買い手が現れるのがよくわかります。私も欲しいと思う作品ばかりでし

た。誰かに見せようとしていない作風が素敵です。私は人に褒めてもら

おうとしたり、自由な発想で自由に描く、ということにはなっていないと

思います。だから失敗したら、粘土のかたちを潰したり、絵手紙の紙を破

ったりの繰り返しです。 

陶芸も絵手紙も好きです。ただ陶芸は窯が必要なのでいつまで続けら

れるのでしょう。そういう意味では絵手紙は年齢を重ねても続けられます。花ひとつあれば、車椅子

のままでも描けます。人目を気にしなければどこででも描けますのでおすすめです。 

(聞き取り、文責 安東由紀子) 
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アール・ブリュットって何でしょう？ 
アール・ブリュットとは、「生の芸術」とも言われ、  

フランスの画家デュビュッフェにより提唱されました。  

美術教育を受けていない人などが、既成の表現方法に  

とらわれず自由に制作した作品のことです。  

アメリカでは「アウトサイダー・アート」と呼ばれ、  

伝統や流行、教育などに縛られることなく、  

自身の内側から湧きあがる衝動のままに表現した芸術とされています。  

 

 

 

  私がアートサークル「ミント・アンサンブル」の運営に関わって、早くも６年が過ぎました。そして作

品と関わることが増えるにつれ、あちこちで耳にする「アール・ブリュット」について、もっと深く知りた

いと思うようになったのです。 

 まるで、そんな私のニーズに応えるかのごとく、今年５月に見つけた「日本発達障害学会」の案

内。よく見れば、基調講演も特別講演も分科会も「アール・ブリュット」！！！ 

 これは行くしかない！と、思い立ったら気の変わらないうちに研修申請を出して、８月１１日の朝、初

めて広島県福山市を訪れました。２日間にわたって開催された学会は、アール・ブリュットはもちろん

のこと、就労支援や意思決定支援、家族支援など多岐にわたるものでした。しかし私は当初の目的

のとおり、アール・ブリュットを中心に講演や分科会を渡り歩き、猛暑の中、貪欲にさまざまな知識を

吸収し、実り多い時間を過ごしたのです。 

講演や分科会での討論の内容を、ここで長々と述べるつもりはありません。２日間の日程を終え

たとき、いちばん印象に残ったのは「アール・ブリュットは魂の叫びです。」という一文でした。 

「その作品の点と線とあらゆる構図と色づかいと……すべてが、その作者の魂の発信である。 

作品があれば作者がいる。『障害』という枠にとらわれることなく、一心不乱に発信し続けるその姿

こそ大切にされなくてはならない……。」 
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あるがままの思いがほとばしり出たものだからこそ見る側の心にも響いてくるのです。 

その思いをあらためて感じただけでも、今回の学会に参加した価値があると感じています。 

そして、お盆明け、嬉しいニュースが届きました。 

産経はばたけアート公募展 2018 優秀賞受賞！ 

     谷口将郎さん   

アーティストたちの作品を広く紹介し、多くの人た

ちに作品の素晴らしさを実感してもらうために産経

新聞厚生文化事業団では、毎年１回秋に公募展を

開いています。作品展をきっかけに、障害のあるひと

がアートをはじめとする創作活動への意欲を燃やす

きっかけとなり、大きくはばたいてもらいたいと願
ねが

っ

ているそうです。今回、第１２回産経はばたけアート公

募展において、ミント・アンサンブル会員の谷口将郎さんが、みごと優秀賞を受賞されました。 

谷口さんは、７年前にミント・アンサンブルが発足した当時から活動に参加されています。たくさん

の作品を描き、今までに何度も「ファースト・ラン」の表紙を飾ってくださいました。 

活動中は寡黙で、静かに絵筆を運んでいるイメージの谷口さんで

すが、ボランティアで講師を務めてくださっている西村典子先生は、

今回の受賞にあたり「谷口さんは自分の描きたいものを、ためらいな

く堂々と一気に描くのが得意です。その潔さにいつも感心します。今

回の木も堂々と一気に描きました。」とコメントをくださいました。 

 今回の受賞作品「木とバード」は、幻想的なタッチの作品です。著

作権の都合上、こちらに掲載することはできませんが、現在創作中の

作品と谷口さんのご様子を紹介いたします。これからも素晴らしい作

品を生み出していかれるよう、活躍を願ってやみません。 

（ミント・アンサンブル責任者 池間圭子） 
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    カエルのうた 

    其の 21～もうお酒止めよかな 

 

自分の記憶の中にはお酒を飲んでいる時の失敗談が多い。それはたぶんお酒が好きではあるが、

そんなに強くないことが原因なんだと思う。しかしそれは今だから思うことで、若い頃は自分が相

当強いと思い込んでいた。だから失敗談が多いんだと思う。飲みに行った時、大概はぐでんぐでんに

なるまで飲んでしまっていた。 

 ３０年前ぐらいだったと思う。全盲の友人 М さんと飲みに行った時はひどかった。М さんはかなり

強くいくら飲んでも酔っ払った感じがなく、私も引っぱられた感じで飲んでしまっていた。だから三軒

か四軒目には完全に正体を失ってしまっていた。私は М さんに手を引っぱられて歩いていたが、途

中の道端で寝てしまいそうになったらしい。М さんはそれでもめげず(途中置いて行こうと思ったそ

うだが)、自分の家に帰ることもできなくなった私を引っぱって、М さんの家まで連れて帰ってくれ

た。あくる日目覚めたのは М さんの部屋。考えればすごいことだ。М さんは全く目が見えないのに、

私を家まで引っぱって帰ってくれた。常々М さんの動きがまるで目が見えているかのようだったの

で、その時は何も不思議に思わなかったのだが、今考えると驚愕としか言いようがない。 

 М さんもすごかったが、М さんの友人Ｂさん(名前を忘れたので仮に 

Ｂさんにしておく)もすごかった。Ｂさんは車イスを利用している障害者

で、今の私よりかなり重度に見えた。一見酒豪には見えなかったが、飲

み始めるとまるで水でも飲んでいるのかと思える程、早いペースで飲ん

でいる。案の定ペースにつられて飲んでしまった私は完全に 

酔っ払い、店を出て周りを見ると全く知らない場所(大阪市内だった)。 

これはいかんと友人を探すとすでにいない。困った。「そうだ大きな道路に出れば何

とかなる」と思った私はひたすら当てもなく大きな道路を目指して歩いた。正解だった。どれぐらい

歩いたかは覚えていないが、ついに大通りを発見。タクシーを止めて乗り込んだ。運良く無事家に帰

ることができた。 

 もうお酒止めよかな。……無理やな。 

                                     （武藤芳和） 
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推進協は、今後も障害のある方々にとって暮らしやすい社会づくりに向けた活動を続けて

いきます。 

そんな法人の理念、活動方針にご賛同いただける方を引き続き募集いたします。 

会員募集 

団体会員      ：１口 10,000円 

 個人正会員   ：１口  2,000円 

 

個人賛助会員  ：１口  1,000円 

年会費 

■お問い合わせは（072）723-3342 （担当：木下） 

★私たちは地域でこんな活動をしています★ 

ヘルパー派遣事業 地域交流センター事業 

グループホーム事業 相談支援事業 

地域で暮らす 

障害のある方に 

在宅支援や 

ガイド支援を 

行っています。 

放課後等デイサービス

「さんかくひろば」の

運営を通じて、地域の

皆さんとの交流を図り

ます。 

自主性を大切に、

様々な手助けを行

いながら地域生活

を支援していま

す。 

生活の中でのさまざ

まな困りごとについ

てお話を伺い、必要

な情報をお伝えして

いきます。 



KSKQ  (ファースト・ラン NO.107) 第三種郵便物承認 通巻第 9201号 2018年 11月 6日発行(8) 

■当法人のご案内■ ご相談、ご依頼は下記事務所へお問い合わせください。 

 

 

【編集後記】 

今号より編集スタッフに加わることになりました。 

遙か昔、エディターを目指して芸大の文芸学科で学んでいたことを、ようやく生かせるときが来た！ 

なんて、本職の相談支援そっちのけで張り切っています。 

読みやすい紙面を目指し、鋭意努力いたします。これからもよろしくお願いします。    （きつねこ） 

編集／特定非営利活動法人 箕面市障害者の生活と労働推進協議会 

〒562-0001 大阪府箕面市箕面 4 丁目 8 番 30 号 電話 072-723-3342 FAX072-723-6506 

E-mail：JDW07270@nifty.com 郵便振替：00990-4-116066 公式 HP：http://www.suishinkyou.com 

 

発行人／関西障害者定期刊行物協会  大阪市天王寺区真田山２－２ 東興ビル４階 
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